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研究成果の概要（和文）：福井県鳥浜貝塚や，千葉県雷下遺跡，埼玉県神明貝塚における解析から，縄文時代早
期にはクリとウルシを中心とした森林資源の管理と利用が本州の中央部で始まっていたことを明らかにした。そ
こではウルシやアサ、ヒョウタンといった外来植物も栽培されていた。しかし木製品や漆器の出土は少なく、利
用の実態は不明である。西日本では詳細は不明であるが、佐賀県東名遺跡などでは編組製品の素材が厳密に選択
されて多量に利用されていることから考えて、素材の管理と利用が存在したと想定された。

研究成果の概要（英文）：From the studies at Torihama Shell Midden in Fukui, Kaminarishita Site in 
Chiba, and Shimei Shell Midden in Saitama, the existence of a management system of Castanea crenata 
and Toxicodendron vernicifluum in the incipient Jomon period was confirmed. This system included 
such introduced plants as Cannabis sativa and Lagenaria sineraria as well as Toxicodendron 
vernicifluum. The details of the manufacture of wooden artifacts and lacquered utensils are, 
however, not yet understood clearly. In western Japan, the exact selection and ample use of basket 
materials as found at the Higashimyo site in Saga indicated the existence of a management system of 
material plants.

研究分野： 木材解剖学、植物考古学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで未解明であった縄文時代前半期における森林資源の管理と利用の実態を解明することができた。その結
果、少なくとも縄文時代早期には、定住に伴って集落周辺の植物資源を効率的に管理して利用する生活体系が確
立し、そこにはユーラシア大陸原産の植物の栽培も含まれていた。クリやウルシ、アサといった植物は、古代以
降、近世までの日本では主要な植物資源であり、近世には各藩で栽培を奨励していたが、そうした植物の歴史が
日本ではほぼ10000年続いていることが解明できた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
縄文時代の人々は約 7000 前に始まる縄文時代前期以降、集落の周辺でクリを中心とした森林資
源の管理と利用を行っていたことが明らかとなっていた。この森林資源管理・利用体系にはウル
シやアサといった外来植物も伴っていた。しかし縄文的な森林環境が成立する縄文時代草創期
や早期のにおいて、いつごろどのようにしてこうした森林資源管理・利用体系が確立したのかは
不明であった。また縄文時代前期以降でも、森林資源管理・利用体系が解明されている地域は本
州中北部に限られていた 
 
２．研究の目的 
縄文時代草創期から前期の遺跡が集中する東北北部と関東、北陸、九州北部を対象として、出土
植物遺体を植物分類学的に再検討し、考古学的および年代的な位置づけと産地同定を行って、縄
文時代前期以降に認められている森林資源管理・利用体系の成立過程を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
東北北部と関東、北陸、九州北部の遺跡を対象として、植物遺体資料の種類を分類学的に再検討
する。植物遺体の同定結果を、年輪構造解析や、産地同定、年代測定、胎土分析などの結果とつ
きあわせて、時代および地域ごとの傾向を把握し、植物の移動の有無を検討し、全国レベルで植
物資源管理・利用の実態を把握する。 
 
４．研究成果 
(1)福井県西部に位置する鳥浜貝塚におい
て縄文時代草創期〜前期の植物利用を明
らかにした。この貝塚において多数の層準
で放射性炭 素年代測定を行い、年代値が
得られた堆積物資料を用いて花粉分析と
大型植物化石分析から植生分布を復元し
た。鳥浜貝塚の周辺の植生は 6つの植生期
をへて変遷していた。下位より、約 14,000
〜13,200 cal BP のコナラ亜属とブナを主
とする落葉広葉樹林期、約 11,600 cal BP
前後のブナ林にスギが混生する時期、約
11,500〜8700 cal BP のコナラ亜属林にク
リが多数混生する時期、約 8700〜7100 cal 
BP のスギ林の優占とエノキ属—ムクノキ属
樹木の拡大期、約 7100〜5700 cal BP のア
カガシ亜属樹木の拡大期、約 5700 cal BP
以降のクリが優勢な時期である。クリは草
創期末以降に杭などとして木材が利用さ
れるようになり、早期前葉には周辺丘陵に
クリを多く混生する落葉広葉樹林が形成された。ウルシの花粉は草創期の約 13,200 cal BP お
よび約 12,600 cal BP から出土し、アサの花粉は約 10,500 cal BP の早期前葉から出現し、両
種が貝塚周辺に生育していた可能性を指摘した。ウルシは中国原産、アサはユーラシア原産とさ
れており、草創期から早期 前葉には両種が日本列島に将来されていたことを示唆した。一方、
鳥浜貝塚周辺における人類の活動の証拠は、草創期から早期にかけては少なく、その頃の鳥浜貝
塚はヒシの採集活動や漁撈などの生業の場にすぎないとする意見もある。しかし、クリは現在ブ
ナやミズナラなどが優占する森林中に混生するのみであることから、草創期から早期における
クリの多い林は人為的に作りだされた可能性が考えられた。一方、晩氷期における気候環境は現
在とは大きく異なるため、クリが優占する森林が存在した可能性も否定できなかった。 
 
(2)福井県鳥浜貝塚から出土した縄文時代前期の漆器について塗膜の調査を行った。塗膜の顔料
分析では鉄が検出され、赤色顔料としてべンガラが用いられていたことが確認できた。クロスセ
クション分析の結果、前期を通して、顔料を含まない漆層と赤色顔料を含む漆層が複数回塗られ
ていた。 
 
(3)佐賀県佐賀市の久富二本杉遺跡の堆積物を対象として、年代測定と花粉分析を行い、時代的
な変遷を解析した。久富二本杉遺跡は縄文時代早期の多数の編組製品を出土した東名遺跡の対
岸にあり、東名遺跡に居住がはじまる前の時期の堆積物から東名遺跡が廃絶した後の堆積物を
分析を分析した。その結果、東名遺跡に人が居住する以前にはコナラ属アカガシ亜属が優占する
照葉樹林が成立し、居住が始まると二次林の要素であるコナラ属コナラ節やケヤキ、エノキ属-
ムクノキといった落葉樹が増えたことが明らかになった。一方、東名遺跡が廃絶すると、再びア
カガシ亜属が増加し、シイノキ属-マテバシイ属とともに照葉樹林を形成した。クリはすべての
時期で継続して出土しており、照葉樹林や二次林につねに混生していたことが明らかとなった。
しかし、クリの花粉の出現率は低いままで、クリ林の管理は認められなかった。 

図 1 鳥浜貝塚の花粉組成 
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(4)佐賀県佐賀市の東名遺跡と福岡県福岡市の中村町遺跡では縄文時代早期後葉から前期にムク
ロジやイヌビワ、コナラ属アカガシ亜属の木材をさいて編組製品を多数製作していた。復元製作
をするために現在の森林中で適当な素材を探索した結果、製作に適した素材を収集するのは簡
単ではなく、当時は集落周辺でそうした資源をある程度管理していたことが想定された。 
 
(5)関東地方の中央部に位置する
埼玉県春日部市の神明貝塚では、
貝塚東側の谷奥と開析谷の出口
付近の二地点においてボーリン
グ試料が得られており、これまで
関東地方では不明瞭であった縄
文時代後・晩期以前の森林資源と
管理の様相を花粉分析と年代測
定から検討した。その結果、縄文
時代前期初頭頃には周辺に海が
およんでいて花粉化石の保存状
態は悪かったものの、コナラ亜属
が優占する落葉広葉樹林が広が
っていたと想定された。この時期
でもクリが2〜5%ほど見出されて
いて、森林中に多数混生していた
可能性も考えられたが、海水域の堆積物のため詳細は解明できなかった。前期後半から中期前葉
には 谷奥でクリの花粉が継続的に 13〜21%検出され、中期中葉から後期後葉には谷奥で 20〜60%
検出され、クリの純林が神明貝塚の近傍に存在していたことが想定された。前期後半から中期前
葉にはウルシの花粉も見出され、この時期にすでにクリとウルシを中心とした森林資源管理が
存在し、それが晩期前葉まで継続していたことが確認できた。神明貝塚は後期前半の集落をふく
む馬蹄貝塚であるが、後期前半だけでなく、それ以前やそれ以降の時期においても周辺で森林資
源管理を伴う人の活動が継続的に行われていたことが確認できた。ただし神明貝塚の周辺では
木製品や漆器は確認されておらず、森林資源の利用の実態は把握できなかっ た。 
 
(6)千葉県市川市雷下遺跡では縄
文時代早期後葉の約 8100〜7100
年前に厚さ 4m ほどの貝層が形成
された。珪藻分析によると、貝層
が形成される直前ごろまでは海水
が及んでいたのに対し、貝層が形
成された時期には汽水生の珪藻が
優占し、河口域の環境であった。
この変化は、海側における砂堆の
形成が関連していると想定され
た。花粉組成では、落葉広葉樹の
コナラ属コナラ節とエノキ属-ム
クノキ属がこの時期を通して優占
し、クリが貝層の形成とともに
10%を占め、貝層の中〜上部では
30%ほどを占めた。虫媒花をつける
クリの花粉が、台地から 50〜100m
ほど離れた雷下遺跡で 10〜30%ほ
ど検出されたことは、台地上
か台地斜面にクリ林が人為的
に維持されていたことを示し
ていた。用材ではコナラ属コナラ節とムクノキ、エノキ属の利用がやや多く、クリも数点使われ
ていたが、木材をつかった遺構が検出されておらず、前期以降に認められる建築・土木材として
のクリの多用は確認できなかった。編組製品にはタケ亜科とツヅラフジが使われており、関東地
方における編組製品素材としてのタケ亜科の選択が縄文時代早期にすでに存在したことが確認
できた。その他に、ノブドウやフジの茎が環状素材束として、サクラ属とケヤキの樹皮が樹皮素
材片として検出された。種実では、ゴボウ近似種やアサ、ヒョウタン仲間、エゴマといった栽培
植物が確認でき、クリやオニグルミ、ナラガシワなどとともに利用されていた。 
 
(7)以上の検討の結果、縄文時代早期にはクリとウルシを中心とした森林資源の管理と利用が関
東から北陸を含む本州の中央部で始まっていたことが明らかになった。そこではウルシだけで
なくアサやヒョウタンといった外来植物もすでに将来されて栽培されていた。しかしまた木製

図 2 神明貝塚の花粉組成 

図 3 雷下遺跡の花粉組成 
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品や漆器の出土はほとんど無く、利用の実態の詳細は解明出来ていない。また西日本では該当す
る時期の遺跡が少なく詳細は不明であったが、佐賀県東名遺跡などでは手に入りにくい編組製
品の素材が厳密に選択されて多量に利用されていることから考えて、素材の管理と利用が存在
したと想定された。 
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